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気仙沼市観光キャラクター「海の子・ホヤぼうや」
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主 催 ：一般財団法人 海の里創造基金
共 催 ：台北駐日経済文化代表処
協 賛 ：株式会社伊藤園 
後 援 ：鎌倉市　気仙沼市　石巻市　登米市　女川町　久慈市　大槌町　相馬市　伊達市
　　　鎌倉商工会議所　気仙沼商工会議所　石巻商工会議所　女川町商工会　久慈商工会議所　大槌商工会　相馬商工会議所　伊達市商工会
　　　鎌倉市観光協会　気仙沼観光コンベンション協会　石巻市観光協会　登米市観光協会　女川町観光協会　久慈市観光物産協会　相馬市観光協会　伊達市観光物産協会
協 力 ：台湾観光協会　富士通株式会社　ゼビオ株式会社　ＮＰＯ法人全国てらこやネットワーク　大本山 建長寺

お問い合わせ : 海の里創造プロジェクト tel : 03-3507-5806 （アズソリューションズ内）

「震災語り部」「追悼コンサート」を開催！
「震災写真展」開催！
東北（岩手・宮城・福島）の特産品

（海産物加工品、乾物等）を出展販売！
東北の食材を使った屋台（福島・伊達鶏焼鳥、
相馬・イカめし、石巻焼きそば、焼き牡蠣 他）
を設置し、被災者の方々が販売！
自治体の PRコーナー設置（観光パンフレット、
地元食材の紹介等）
その他、飲料や他県からの出店販売あり！
被災地の方々の販売による売り上げは、すべてお持ち帰りいただきます。

買って食べて聴いて見て！復興支援！
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語り部：１１：００～ １３：３０～

“食と音でつなぐ絆・未来へ！２０１４”ありがとう台湾
コンサート：１１：３０～ バリトン・村山 岳、１４：００～ 二胡・廖 珮妤

国立台湾芸術大学中国音楽学科修士課程

修了。専門は二胡。2010 年九歌民族管弦

楽団の新人に選ばれる。2007 年中華民国

国楽学会器楽コンクール二胡成人の部で一

位を獲得。現在は台北市立国楽団附設学

院団の一員として高胡及び京胡を担当する

ほか、采虹楽集団長も努め、豊富な演奏経

験を持つ。永和社区大学で教鞭を取るほか、

各地の小中高及び大学の楽団でも指導して

いる。二胡の独奏会を何度となく開催して

いるほか、二胡の演奏以外にも京胡と板胡

の演奏にも長じている。近年は二胡の巨匠

である蕭白鏞氏に熱心に師事している。

東京藝術大学音楽学部声楽科卒。

04年～07年ベルヴェデーレ国際オペラコンクー

ル日本予選にて最高位で通過し、ウィーンのカン

マーオペラ座での世界本選に４年連続出場。

ウィーン音楽祭芸術週間にてガラ・コンサートへ

の出演をはじめ、仙台フィルハーモニー管弦楽

団の第九のソリスト、日本外国特派員協会での

ジョイントコンサート、ヴァイオリニスト川井郁子

クリスマス・コンサートにゲスト出演など多数。

西日本放送ラジオ「波のりラジオまんぷくタイプ」

内で、“たけし道” のコーナーにレギュラー出演中。

現在東京とウィーンを拠点に幅広く活躍中。

2011 年の東日本大震災以降、宮城県気仙沼市

はもちろん、東京都内などにて積極的にチャリ

ティーコンサートを開催している。

震災後、「命の大切さ、親・家族への感謝、人の絆」

などをテーマに気仙沼へ訪れた方々をはじめ、

地元の高校生などに伝え続けている。

震災を風化させてはいけないという想いから、

震災の語り部として各地に出向いている。

交通のご案内

JR 東海道線大船駅乗り換え、
JR 横須賀線北鎌倉駅より
鎌倉駅方面に向かって 徒歩約 20 分
または
JR 横須賀線鎌倉駅より
北鎌倉駅方面に向かって 徒歩約 30 分

廖　珮妤バス・バリトン歌手 二胡

リャオ　　　　ペイユーむらやま　　　　たけしおがた   　　　みきお

村山　岳震災の語り部 尾形 幹男

門 真帆門 真帆
ピアノピアノ

江副 麻琴江副 麻琴
ヴァイオリンヴァイオリン

東北の旬を食べて買って応援してください。東北の旬を食べて買って応援してください。
２０１１年３月１１日、午後２時４６分。   一時は絶望の淵に立たされた被災地“東北”
あれから２年が経過した現在、その東北は一歩ずつそして少しだけ“笑顔”を取り戻してきている
ように思います。一方で被災地ではない地域からすれば、この２年で何が変わったのかと問えば、
被災地への想いが薄くなってしまったこと。豊かな海も田んぼも畑も震災による津波で何一つ生産
できない状態が続いてきた東北が、少しずつ生産を再開しています。

大きなことはできませんが、ずっとお世話になってきた東北への恩返しとして、東北の食材を食べて、
元気づけることはできるのではないか。ーそう考えましたー
なかでも、美味しい食材の宝庫・東北の旬を「マルシェ」（marche・フランス語で市場や市という意味）
スタイルで関東地域の方々にお届けします。
－東北の旬を食べて買って応援してください。－

この企画は、食の観点から東北の復興を応援して行く事を目指す取り組みです。

開催時期：２０１４年３月８日（土）９日（日）
　　　　　８日　９：３０～１６：００　　９日　９：３０～１５：３０
開催場所：大本山 建長寺（神奈川県鎌倉市山ノ内８）
入 場 料：境内への拝観料３００円が必要です
主　　催 ：一般財団法人 海の里創造基金
共　　催 ：台北駐日経済文化代表処
協　　賛 ：株式会社伊藤園
後　　援 ：鎌倉市　気仙沼市　石巻市　登米市　女川町　久慈市　大槌町　相馬市　伊達市　鎌倉商工会議所　気仙沼商工会議所
　　　　　石巻商工会議所　女川町商工会　久慈商工会議所　大槌商工会　相馬商工会議所　伊達市商工会　鎌倉市観光協会　石巻市観光協会　
　　　　　気仙沼観光コンベンション協会　登米市観光協会　女川町観光協会　久慈市観光物産協会　相馬市観光協会　伊達市観光物産協会
協　　力 ：台湾観光協会　富士通株式会社　ゼビオ株式会社　NPO 法人全国てらこやネットワーク　大本山 建長寺


